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1 章　示方書の適用範囲

－　3　－

1 章　示方書の適用範囲

1.1　造園施工の範囲

　この示方書が適用される造園施工の範囲は，庭園，公園（都市公園，自然公園，そのほ
かの公園），様々な緑地の建設工事及び建築物等の屋根，屋上，壁面等の緑化工事，並び
に土木施設や土木構造物の緑化工事，更にはこれらの工事の施工後における維持管理と育
成管理に関わる業務の全体を含む．
　この示方書では，特に記述がないかぎり，公共造園工事と民間造園工事の種別を問わ
ず，これらの施工範囲において達成するべき空間や環境の機能や性能及び景観の美しさ，
その持続性を確保するために必要な一般的な技術の水準とその背景となる基本的な考え
方，並びに様々な技術の相互関係や施工の進め方等を含めて記述する．なお，公共造園工
事と民間造園工事の区分に基づく記述が必要とされる場合には，その旨を明記する．

【解　説】
　現代の造園施工では，その対象となる空間や環境が拡大しているだけではなく，多様化ある
いは複合化していることが大きな特徴となっている．美しく快適な住環境や都市環境を形成す
る上で欠くことのできない様々な庭園，公園，緑地など，従来からの造園施工の対象に加え，
建築物や土木構造物の緑化をはじめ，生物多様性の保全，緑と水による温熱環境の緩和，緑の
空間による防災・減災効果への期待も大きくなりつつある．そのため，このように多様な社会
的要請に応えるために必要な施工や育成管理のための技術開発も飛躍的に進んでいる．
　造園施工の対象範囲が拡大し多様化することは，土工事，植栽工事，施設工事という伝統的
な三つの工種を基本としつつも，これらの工種を適切に組み合わせることによって，初めて達
成し得る総合的な技術の体系を構築することを必然のものとしている．この示方書では，これ
らを造園施工に特有の統合技術として位置づけ，その技術基準となる事項をできるだけ多く収
録している．更に，造園施工がなされた場所において，工事の完了後に主として植物が良好な
状態で成長し，意図した環境や景観へと成熟するとともに，その状態を持続させるために要す
る様々な維持管理に関わる技術も施工技術の中に位置づけ，緑地の育成管理技術としてその水
準を示している．
　一方，造園施工の対象となる土地の環境条件は千差万別であり，使用する材料も建築や土木
の場合のように規格化されるものは少ないため，設計段階における意図を実現するためには，
設計と施工の技術者が密接な連携のもとに業務を遂行することが必要である．そしてその成果
は適切な育成管理技術の適用によって完成されることになる．つまり，造園の設計から施工を
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2 章　植 栽 工 事

－　51　－

　ⅲ．接ぎ木繁殖
　　  　実生では親木の性質を受け継げない樹種や，挿し木でも自根が形成されにくい樹種では

多く行われる．特に，果樹や花木類の栽培品種は接ぎ木繁殖を行うとよい．
　　  　接ぎ木には切り接ぎと芽接ぎが多く行われ，親木を穂木とし，台木は同種及び同属の実

生苗か挿し木苗を使用する（解説図Ⅱ．2-4，解説図Ⅱ．2-5参照）． 

　ⅳ．株分け繁殖
　　  　低木や地被類（ササ類，ビョウヤナギ，タマリュウ等）で多く行われる（解説図Ⅱ．

2-6参照）．株分けする際は，充実した自根を有する株を選ぶことが望ましい．
　　  　また，親株から一度に数株しか取れないため，大量生産を行う際は，親株も多く必要と

なる．なお，親株の根が少なくなり弱ることに注意するとよい． 

　ⅴ．取り木繁殖
　　  　緑化樹木では少ないが，盆栽の生産ではよく行われる技術である．
　　  　親木の良い枝を 10～15　cm 程度環状剝皮し，水で湿らせたミズゴケを巻き，乾燥しな

いようにビニールで覆い，紐で縛る．1～3 年後に親木から切り離して植え付けるとよい
（解説図Ⅱ．2-7参照）．

切り離す

解説図Ⅱ．2-6　株分け 5）

解説図Ⅱ．2-4　切り接ぎ 5）

3
cm

1 cm

形成層を合わせる穂木を削る

テープで巻く台木

解説図Ⅱ．2-5　芽接ぎ 5）

テープで巻く台木を削る

親木の芽を台木と併せる芽をそぎ取る
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造園工事総合示方書　技術解説編　Ⅱ部　施工技術

－　52　－

（7）地被繁殖
　  　芝，草本類，木本類などがあり，この項では芝と草本類について解説する．繁殖において
は実生，挿し木，株分けなどで行うことが基本となる．

　ⅰ．芝の繁殖
　　  　芝は実生，切芝，植芝といった方法で生産出荷される（解説表Ⅱ．2-1）．近年ではコン

テナによる栽培で，土を使わない栽培品種も多くなってきている． 

　ⅱ．草本類の繁殖
　　  　近年では多く使われてきており，ポットやコンテナによる容器栽培が多く行われてきてい
る（解説表Ⅱ．2-2）．

解説表Ⅱ．2-1　芝の繁殖

生産技術別 代表種別 規　格 備　考

実生 カナダブルーグラス，クリー
ピングベントグラス　等

0.5　m×1.0　m（ロール）
0.5　m×2.0　m（ロール）

吹き付け及び直播．西洋芝が多
く，リッドカッターで切断する

切芝 コウライシバ，ノシバ，ビ
ロードシバ　等

36　cm×14　cm（小判）
36　cm×28　cm（大判）

近年は大判の切り出しが多い

植芝 ティフトン 328，ティフトン
419　等

芝片が 15～20　cm 長の
芝径（ストロン）

すじ張り及び蒔き芝

環状剝皮

ミズゴケ
ビニール

解説図Ⅱ．2-7　取り木 5）

解説表Ⅱ．2-2　草本類の繁殖

生産技術別 代表種別 栽培方法

実生 サルビア，シロツメクサ，ハマヒルガオ，パンジー　等 直播
挿し木，挿し芽 セダム類，マツバギク　等 マット，ポット
株分け ギボウシ類，シャガ，タマリュウ，フッキソウ，マツバギク　等 コンテナ，ポッ

ト，露地
根伏せ ハンゲショウ　等 ポット，露地
分球 スイセン，タマスダレ，チューリップ，ヘメロカリス，ヤマユリ　等 ポット，露地
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